
神戸南京町の形成 と変容
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はじめに

世界の大部分の国々は複合民族国家であ り、大都市を中心 として様々の民族によるす

み分けが進んでいる。各地に住み着いた民族は独特の生活文化を移住先に持 ち込むこと

によって、特異な景観 をもつ町 を形成 していった。チャイナタウンはそれの代表的なも

のであろう。

アメリカ合衆国オレゴン州ポー トラン ド市において、アジア系の移民の中で最 も集中

して居住す るのがチャイナタウンの中国人、次 いでコリアタウンを形成 している韓国人、
ユ　

日本人は前二者に比較 して人 口の集中する割合が少 ないことが指摘 されている。

「海水の至るところ華僑あ り」といわれて きたように海外に居住 している中国人の数は

3000万 人に達す るとも言われている。居住地の住民 と競合す ることの少ない職業 を選択

す ることによって形成されたチャイナ タウンは、近年は観光地 として脚光 をあびつつあ
2)
る。

神戸の南京町は横浜中華街 に次 ぐ中国人街 として、 また神戸を代表する観光地 として

注 目を集め るようになった。神戸中華街は近代 日本 とともに歩み、昭和20年 の神戸大空

襲、平成7年 の阪神大震災では甚大な被害 を受けたが、その都度見事に蘇って きた。
3)

筆者は地域 の活性化について研究 を進めてきたが、今 回は中華街 を取 り上げることに

した。本稿では、若い女性に人気のある神戸南京町の形成 と変容 を街づ くりの観点から

考察するとともに、女子学生のアンケー ト調査か ら南京町の魅力 と問題点について明ら

かに したい。

※ 大手前女子大学非常勤講師
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神戸南京町の形成 と変容

1.南 京 町 の 形成

1.神 戸開港 と中国人

神戸開港 は1868年(明 治元年)で あった。 当時の中国人は主 として長崎から移住 して

きた広東、漸江、福建出身の十余人であった。彼 らはランプ と灯油を持 って、貿易目的

で来 日した。その頃、 旧生田区の海岸に外国人居留地が設置された。 しか し、 日本 と条

約 を締結 していなかった清国人が居留地に住むことは出来なか った。
4)

このために在留清国人は外国人居留地の境界西隣で元町の南(海 岸栄町通 り1、2丁

目辺 り)に 集中して住居を構 えた。 この辺 りは外国人居留地ではな く雑居地であったが、

港や居留地に近 く大変便利な場所であった。
の

当時の南京町にっいて、鴻山俊雄 は次のように説明している。「この辺 りには、長屋の

ような民家や酒蔵などもあったようだ。ここへ地主、家主か ら借 り受けて清国の商人ら

が狭 い一角 に集 ま り、明治10年 頃にはすでに南京町 とよばれ始めた。」この町のい くつか

の狭い路地に雑貨商、豚肉商、飲食店、漢方薬店等様々な店舗が軒を並べ、このほか塗

装職、洋服職、船員等雑業の職 人達が雑居 して、中国人の町の ようになった。

第3図 のように明治末期 より大正初期の南京町にある店舗 は100軒 余 り、その中で中華

料理店は6軒 、豚肉店は5軒(中 国人経営は3軒 、 日本人経営は2軒)、 雑貨店4軒 があ

った。当時の中国人は支那人あるいは清国人 と呼ばれ、中華料理店 も支那料理店 と呼ば

れていた。多 くの中国人はこの町で商売 をしなが ら生活 していたが、その活躍ぶ りが想

像 できる。南京町の発展は昭和に入って一層盛んになり、 どの ような物でもある商店街

となった。

しか し、中国人特有な自強自立な性格によって、貿易商売で賑わ うこの町は風な き波

静かな状態ではなか った。『神戸開港三十年史』下巻、に 「明治20年 には賭博 の大流行 を

来たし、栄町なる南京町には、支那人の住家 して賭博たる者数戸あ りて博徒 を掌捕する
6>

こと、一網四十、五十名に及ぶ有 り様な り」 と記録 されている。 当時の一部の中国人の

生活の貧 しさ、本国を離れている寂 しさ、気配の頽廃 を推測できる。

1912年(大 正元年)、 清朝崩壊、中華民国の成立 とともに支那人、清国人を中国人、支

那料理店は中華料理店 と呼ばれ るようになった。そのころの中国人は台湾人を除 くと3

分の1が 広東人、続いて江蘇人、福建 人が多か った。豚肉商、飲食店、漢方薬店の経営

者は福建人が多く、中華料理店は広東人、理髪店は江蘇人、洋服店は江蘇、上海周辺の

人が従事 した。油っこい湯気、漢方薬草のにおい、野菜、果物の香 りなど、南京町は独

特のにおいをただよわせなが ら全盛時代 を迎えた。

しかし、第2次 世界大戦のアメリカ軍の空襲によって焼失 したこの町は凄涼の景象を
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神戸南京町の形成 と変容

呈 していた。多 くの中国人は帰国 して中国

人店舗 も次々 と消えていった。闇のような

時代が しば らく続 き、外国人般員相手のバ

ー も急増 した時期 もあり、ベ トナム戦場か

らの帰休兵の乱闘騒 ぎが絶えず、一般の観

光客 はこの町 を訪れな くなった。中華料理

店 もたった1軒 「民生」が黒雲に立ちこめ

られているこの町 で建闘 しなが ら、この衰

退の時代 に落ち込んだ南京町の復興 をひそ

かに待 っていたのである。
第1図 神戸南京町位置図

2.在 神戸中国人人 口の推移 と居住地分布

(1)在 神戸中国人人口の推移

在神戸中国人の人 口が神戸市統計書に最初 に記載 されたのは明治34年(1901)の こと

であ る。

第1表 のように、その頃、清国人 として在神戸の中国人が1,767人 とな り、神戸外国人

第1表 在神戸中国人の内訳

年 代 人口

明治34 (1901) 1,767

明治35 (1902) 1,875

明治36 (1903) 1,951

明治37 (1904) 2,050

明治38 (1905) 1,959

明治39 (1906) 2,262

明治40 (1907) 2,288

明治41 (1908) 2,165

明治42 (1909) 1,965

明治43 (1910) 1,700

明治44 (1911) 1,428

大正1 (1912) 2,254

大正5 (1916) 2,639

大正14 (1925) 5,122

昭和5 (1930) 6,636

昭和10 (1935) 5,576

昭和15 (1940) 4,299

年 代 人 口

昭和22 (1947) 3,688

昭和25 (1950> 6,841

昭和30 (1955) 7,486

昭和35 (1960) 7,459

昭和40 (1965) 7,951

昭和45 (1970) 7,930

昭和50 (1975) 7,294

昭和55 (1980) 7,244

昭和60 (1985) 7,275

昭和61 (1986) 7,264

昭和62 (1987) 7,369

昭和63 (1988) 7,311

平成1 (1989) 7,770

平成2 (1990) 8,095

平成3 (1991) 8,357

平成4 (1992) 8,753

平成5 (1993) 9,155

平成6 (1994) 9,415

(「神戸市統計書」による〉
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の

人 口の3分 の2近 くを 占め る。 この よ うな点 か ら見て も当時 、 中国人の 日本進 出の激 し

さが わか る。

その後 、 明治44年 までの十年 間 は 中国人 の 日本進 出 は明治40年(1907)の2,288人 を最

高 に それほ ど大 きな変化 は 見 られ なか った。 しか し、大正 年 間に 入 る と激 増す る。大正

元年(1912)2,254人 、5年2,639人 、 そ して大正14年 には5,122人 に倍 増 して い る。 この
　ラ

ため中国人は当時在神 戸外国人総数の71.2%と 圧倒的多数 を占めるに至った。 この時期

に神戸に中国人が急増 した理由 としては、大正12年 の関東大震災により横浜か ら神戸に

多 くの中国人が移住 したことがあげられ るだろう。

昭和12年 の 日中戦争の勃発によって、 多くの中国人が戦争の苦 しみに耐 えきれずに帰

国した。その頃が在神 戸中国人人 口が一番少ない時期 である。終戦後、中国人の 日本進

出の意欲は再び燃え、帰国 した中国人 も神戸に戻 り、在神戸中国人の人口は昭和25年 に

は6,841人 に達 した。 ところが昭和24年(1949)中 華人民共和国の誕生に伴い、これ以後

の中国人の 日本進出はほ とん ど停止の状態になっている。 したがって、昭和25年 か ら47

年、 日中国交正常化 まで在 日中国人の人 口の変化 は大 きく変わらなか ったが、中国人の

日本定住化 を加速させ た。 しか し、80年 代末期に中国の改革開放政策が実施 されて以来、

中国人の 日本進出の門戸は再び大 きく開かれた。留学、就学、観光、 ビジネス、芸術、

技術の交流などで多 くの中国人が 日本を訪れ、在 日中国人の人口は大幅に増加す ること

になった。第1表 の ように在神戸中国人人口の増加 も著 しく、平成6年 には9,415人 に達

した。

第2表 在 日中国人の人口(平 成7年 度)

永 住 者 22,583

中

●

長

期

滞

在

興 行 835

特

定

の

在

留

資

格

者

等

就 学 27,763

特別永住者 4,798 投資経営 508 定 住 者 28,382

短 期 滞 在 5,232 文化学術 1,646 特 定 活 動 1,569

そ の 他 225 留 学 35,014 日本人の配偶者 35,058

宗 教 50 永住者の配偶者 817

教 授 949 法律 、会計業務 4

研 修 9,711 医 療 143

報 道 21 研 究 645

技 術 6,294 教 育 73

芸 術 102 人文、知識、国際業務 8,422

家族滞在 21,304 企 業 内 転 勤 1,068

技 能 3,654

未 取 得 者 1,715

小 計 32,838 小 計 76,434 小 計 109,313

合 計218,585

(法務省 「在留資格別、外国人登録者、その2中 国」による)・
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神戸南京町の形成と変容

第2表 に よる と 日本 にお け る永住 者数 は1995年 に は

27,381人 で これ は全 体 の218,585人 の わず か に12.5%

にす ぎな い。この永 住 者 は華 僑 であ り、これ 以外 の87.5

%が 短 、 中、長期 の一 時在 留者 で あ る。在 留者 で一番

多い のは留学 生が35,014人 で、就 学生 の27,763人 を合

わせ て63,777人(29.2%)で あ る。 この よ うな 多 くの

留 学、就 学生 が大 陸 、台湾 、香 港か ら来 日す るこ とは、

日中交 流 史上 に未 曽有 な こ とであ る。

第3表 永住中国人の多い府県

府 県 永住人口

兵 庫 県 6,549人

東 京 都 5,474

大 阪 府 3,965

神奈川県 3,349

千 葉 県 853

(出典 は第2表 と同じ)

ところで、第3表 のように永住者 を都道府県別 に

みると、兵庫県が6,549人 と最 も多 く、次いで東京5,474人 、大阪3,965人 、神奈川3,349

と続 く。国際都市神戸の面 目躍如 と言った ところであ る。

(2)居 住地の分布

第4表 をみ ると大正時代か ら現在に至 るまで、在神戸中国人の居住地の分布には大 き

な変化 は見 られなか った。1930年 の在神戸中国人の居住地は南京町を中心に、さらにJR

北側の山手方面に広 く分布 してお り、95%ま でが現在 の中央区に集 中していた。中央区

は神戸の中枢であ り、神戸港、居留地 と近接 している上に、都心の三 ノ宮、元町の周辺

に繁華な商業地帯が ある。居住環境か らみれば便利 で恵まれている居住地である。 さら

に中国系寺院の関帝廟、 中華同文学校、神戸華僑総会 も中央区に設立 し、 この ように南

京町の周辺に集中している。在神戸中国人の住居および団体施設が中央区に集中 してい

る理由 としては①,当 初形成 された居住地(居 留地、雑居地)、 ②,港 湾都市 としての貿

易上の優位性、③,都 心に近接す る立地上 の優位牲 などがあげ られるであろう。第4表

の平成5年 における在神戸中国人の居住傾 向を見 ると、周辺地域へ の分散傾向があると
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神戸南京町の形成と変容

第4表

④

◎

在神戸中国人の居住分布の推移

地 域 大正7、8年 ⑬ 地 域 昭和3年

神戸警察署 2,774人 葺 合 警 察 署 309人

相生警察署 238三 ノ宮警察署 4,239

兵 庫 警 察 署 41相 生 警 察 署 605

葺 合 警 察 署 87湊 川 警 察 署 136

湊 川 警 察 署 43兵 庫 警 察 署

一

53

須磨警察署 26林 田 警 察 署 103

合 計 3,209須 磨 警 察 署 52

合 計 5,497

地 区 昭和29年 昭和41年 昭和60年 平成2年 平成5年

東 灘 区 88 199 395 449 558人

灘 区 634 914 687 741 866

葺 合 区 740 904

一

中 央 区 4,774 4,790 4,534 4,634 4,861

兵 庫 区 574 577 491 576 753

長 田 区 391 351 380 471 501

北須磨区 (158) (158)

須 磨 区 117 95 214 309 324

西 区 50 160 307

垂 水 区 85 53 333 431 580

北 区 191 324 405

合 計 7,403 7,883 7,275 8,095 9,155

(神戸市統計書による)

は言 え、や は り中央 区 に圧 倒 的に 多 く居住 して い るこ とがわか る。

II.南 京 町 の 発 展

1.再 興の動 き

第二次世界大戦によるアメ リカ軍の空襲に よって大 きな被害 を受けた南京町が、本格

的な復興に向けて歩み を始めたのは1970年 代の後半のことである。

1970年 代後半、「南京町を考 える会」が設け られ、南京町の活気 とその独特の風情 を再

興 しようとす るムー ドが地元 を中心に高 まっていた。この復興の動 きは神戸市当局をも

動員 し、国際港都市神戸の新名所にふ さわ しい、中国風な景観に満 ちた街づ くりをバッ

クアップす ると言 う方針が決定 された。そ して1977年7月10日 には地元の商店主達が「南

京町商店街振興組合」 を設立 し、本格的な再興が始 まった次第である。

1982年 に環境整備事業実施計画がまとまった後の街 の変化は著 しい。す なわち1982年
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元 町 通 り1丁 目
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◎
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※
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※

★
◎

◎ ◎ △ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

※

◎ △

◎ △

◎

レ

◎

◎

▲ 中華料理店 ●豚 肉 店O鳥 肉 店養牛 肉 店 ★雑 貨 店 △ 洋 服 店■ 薬 店

口豆 腐 店*茶 店☆パン・菓子店∴その他料理店 ◎ そ の 他 ※ 中国人経営の店

第3図 明 治末期 よ り大正 初期 の南 京町 の店 舗 の分 類

(岸 百艸 「南京町の半世紀」歴史と神戸、第2巻 別冊1、1963よ り作成)

元 町 通 り1丁 目

◎

o

の

※ ★

※▲

◎

南 京 町

瀞

※▲

◇

※ ◎

※ 」

◎

◇

▲ 中華料理店 ● 豚 肉 店o鳥 肉 店 ■ 牛 肉 店 ★ 中国雑貨店 ◆乾 物 店■ 薬 店

口 豆腐'かまぼこ店 ◇青 果 店 ∴その他料理店 ◎ そ の 他 ・ タ バ コ屋 ※中国人経営の店

第4図 昭和10年(1935)の 南京町の店舗分類

(神戸華橋歴史博物館の資料から作成)
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神戸南京町の形成と変容

に南京町 の街路 整備 、 中心部 の広場 整備 に着工(83年 完工)、1982年 南楼 門、1983年 あず

まや 、1985年 東楼 門が相 次 いで完成 した。 そ して 、1987年 南 京町 に新 しい シン ボル と し

て中心部 の広場 に中国 風電話 ボ ックス、1988年 南 京町北 口に一 対 の中 国獅 子像(大 理石

製)を 設置 した、 さ らに1989年 南 京町広 場 に12支 の石像 を設 置、1993年 南京町会 館 「臥

龍 殿」 の竣 工 をみ た。 これ ら一連 の南京 町再興 の動 き、美 しい町づ くりの推進 に尽 くし

た努 力 に1986年 兵 庫県知 事 よ り 「まちづ くり功 労 賞」 を贈 呈 され た。 また1990年 、 南京
9)

町 とその周辺が景観形成地域に指定 された。

以上のように南京町商店街組合の成立以来の9年 の間に10件 の大 きな事業が完成 した。

この再興の動 きを支えた ものは、 日本一の中華街 を目指す地元の人々の努力 と信念の賜

物であった。

2.店 舗の多様化

南京町の商店街の業種構成は どのように

変化 してきたのであろうか。第5表 ～第7

表は明治末期、昭和10年 頃、そ して現在に

至 るまでの南京町店舗の種類 を比較 した も

のである。 まず明治末期か ら大正初期 にか

けては総店舗数100軒 余 りの内、中国人の経

営は21軒 であった。中国料理や豚肉店の他

に、中国人の得意 とした雑貨店 ・漢方薬店

などがあった。 また陶器、靴店などのほか

建築 ・左官などの職人(3人)も 居住 して

お り多様な店舗が展開 していた。
10)

一方昭和10年 頃には、総店舗数は66軒 と

減少 したが、 中国人経営の店舗 は27軒 と6

軒増加 し、中国人が南京町における地位 を

固めていった。 その内訳は中華料理店7軒 、

雑貨店6軒 、豚肉店4軒 、理髪店1軒 、漢

方薬店3軒 などであった。その他入百屋、

豆腐屋などの39軒 はほ とん ど日本人経営の

店であった。

さて60年 後の現在の南京町の店舗数、種

類は大 きく変わった。総店舗数121軒 の内、

中国人経営者は53軒 、中華料理店の数は約

第5表 明治末期より大正初期の南京町の

店舗分類

中国人 日本人 合計

中華料理 店 6 0 6

豚 肉 店 3 2 5

鳥 肉 店 5 5

牛 肉 店 3 3

和 ・洋 服 店 1 8 9

雑 貨 店 4 0 4

陶 器 店 3 3

建 築 ・左 官 3 3

パ ン 菓 子 1 3 4

靴 屋 4 4

豆 腐 屋 3 3

日本料理 店 3 3

八 百 屋 3 3

両 替 店 1 2 3

煙 草 屋 1 1 2

酒 屋 2 2

洗 濯 屋 2 2

漬物、乾物店 2 2

米 屋 2 2

薬 屋 2 0 2

洋 品 店 2 2

茶 舗 1 1

そ の 他 2 26 28

合 計 21 80 101

岸 百艸 「南京町の半世紀(補 遺)」 「歴史と神戸」第

2巻1963年 か ら作成。
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神戸南京町の形成と変容

第6表 昭和10年(1935)の 店舗分類 第7表 現在の南京町の店舗の分類

中国人 日本人 合 計 中国人 日本人 合 計

中 華 料 理 店 7 7中 華 料 理 店 28 2 30

豚 肉 店 4 4ラ ー メン・ギョー ザ 5 5

鳥 肉 屋 3 3日 本 料 理 店 9 9

中 国 雑 貨 6 6西 洋 料 理 店 3 3

豆腐、か まぼこ 3 3イ ン ド料理 店 1 1

魚 屋 1 1韓 国 料 理 1 1

理 髪 店 1 1中 華 材 料 店 8 3 11

漢 方 薬 店 3 3喫 茶 店 5 5

た ば こ 屋 1 2 3豚 肉 店 4 4

漬 物 屋 2 2鳥 肉 店 1 1

青 果 店 4 4魚 店 3 3

米 屋 1 1茶 ・ 酒 店 1 3 4

乾 物 屋 3 3薬 店 2 2

そ の 他 5 20 25豆 腐 、か まぼ こ 2 2

合 計 27 39 66中 国 雑 貨 7 1 8

(第4図 より作成)日 本 雑 貨 4 4

菓 子 ・パ ン店 3 3

理 ・ 美 容 6 6

そ の 他 3 16 19

合 計 53 68 121

(南京町商店街業種構成一覧表および聞取り調査による)

3倍 に増え、中華材料店は倍増 した。 また雑貨店の多 くは中国人の経営である。喫茶店、

レス トランなどは 日本人の経営が多い。

第9表 で明 らかなように、現在の南京町のE地 区の店舗は中華料理 と雑貨店がほ とん

どであ り、近年にオープンした店舗ばか りあるが、老舗に負けず、観光客の行列が出来

るほ どの盛況ぶ りを見せ ている。

南京町の中華料理の飲食店が増えたのは ここ10年 ほ どの ことであ る。広東料理 「民

生」、豚饅の 「老祥記」などの老舗は興旺健在、 多くのお客 さんを長い間魅了 し続けてい

る。一方、これらに対 して 「長江」、「敦睦」などの新店舗 も次々に登場 した。かっては、

中華料理 と言えば広東料理が代表的なもの として、南京町で人気 を集めていた。今 日の

南京町 では広東料理は もちろん、四川料理 「長江」、台湾料理 「擁販街」、北京料理 「鹿

鳴荘」、上海料理 「上海飯店」、飲茶専門店 「敦睦」などの本格派中国料理店が軒 を並べ、

まさに百家鳴争、 これが関西周辺の観光客 を強 く引き付 けている理由 となっているので

ある。

ここで南京町の代表的な老舗 「老祥記」のことについて若干ふれておこ う。
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神戸南京町の形成と変容

南京 町 のへ そ と言 われ るチ ャ イナ プ ラザ に面 して い る豚 饅屋 「老 祥 記」 は大正4年

(1915)創 業以 来、81年 の歴 史 を誇 る老舗 であ る。 主 人の曹 穂 昇 氏が13歳 の とき、 中国

漸 江省 寧波 出身 で 「老祥 記」 の創業 者 の父 を亡 く し、母 が この店 を引 き継 いだ。2代 目

は子息 、 そ して孫 の曹 英生 氏 が三 代 目 とな る。

豚饅 は 中国語 で 「包 子」 と言 う。 「老祥 記」 の豚 饅 は普通 よ り小 振 りで直径4,5セ ンチ

ぐらいで あ る。毎 日瀾 店か らす ぐ長 蛇 の列 がで き、最 長待 ち時 間が5時 間 とい う記録が

残 った こ とが あ る。創 業以 来、母 、子 、孫 、三代 に わた って豚饅 ひ と筋で 高い 人気 を守

って い る。 その秘 密 は一 個一個 すべ て手作 りであ る。 饅頭 の皮か ら中身 まで家伝 の麺、

材料 や 醗酵 の させ 方、秘 伝 の味つ け で 「老祥 記」 豚饅 の独特 な飽 きの こない あっ さ りし

た味 を築 き上 げ た。 「10個」 「20個」 「50個」とい った ま とま った注文 が 多 くあ り、 い くら

作 って も追 い付か ない状 態 が続 く毎 日で あ る。

度重 な る苦 難 を乗 り越 え、南 京町 に生 きるこの老舗 は、 この町 を支 え る大 きな存在 で

あ り、 そ の魅 力、 その美味 しさは南京街 の名 物 と して愛 されて い る理 由で あ る。

ところで中華料理 店 を中心 として繁 栄 して い る南 京町 にお いて、雑 貨店 も多様化 しつ

つ あ る。 中国雑貨 専 門店 「好好 」、 香港風雑 貨 店 「青 年 華人工廠(ヤ ンチ ャイ、 フ ァ ク ト

リー)」、南 米 ・アフ リカ ・ア ジアの雑貨 を集 め てい る店(カ ラカ ラ貿易)、 英国紳士 服専

門店 「インバ ネス」、 箸 と箸 置 きの専 門店 「箸屋 」、 イタ リアや ドイツの弦楽 器 を集め て

い る店 「アル チザ ンハ ウス」 な ど。 これ らの雑 貨店 に個 性 的、色 々 な国の お もしろい品

物 が溢 れ るほ ど南 京町 は賑 わ う。
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第5図 現 在 の南 京 町 の店舗 の分 布

(南京町商店街の資料と現地調査 く1996年9月1日 〉により作成)
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神戸南京町の形成と変容

第5図 のように南京町は時代 とともにその姿 を変えつつ ある。料理店は単一の広東料

理 よ り北京、上海、四川料理が加 わ り、 さらにイン ド料理店、韓国料理店 も開かれてい

る。雑貨店、中華材料店、 タイの野菜、イン ドネ シアなどの東南アジア各国、あ るいは

アメ リカの食材 を扱い、中国一色ではな く、多国籍の商品が並ぶ ようになっている。こ

の南京町は自己民族の特色 を固守す ると同時に、混沌 とした多様性 を内包 しつつ、一種

独特の異世界 を形成 していると言えよう。

3.来 街者調査について

南京町は神戸観光名所 として毎 日多 くの観光客 を迎えている。 ここでは昭和62年11月

20日(金)と 昭和62年11月22日(日)に 調査 された資料 をもとに観光客の行動実態を明
11)

らか に してお こ う。

(1)客 流量 第6図 の よ うに平 日は通 勤者 が 多い ため、単 身者 が 多い(56%)。 土、 日

曜 に は家族 連 れ とカ ップル(42%)、 友 達 連 れ(32.5%)が 大 幅 に 増加 す る。 ま た、30

代、40代 の家 族連 れの 来街 者 が特 に 多い。

(2)来 街 目的 来街 の 目的は それ ぞれ異 な る。 日曜 に は、観 光 の ための来街 者 が倍増

す る。(平 日21.5%→51.5%)、 と くに10代 、20代 が 目立つ。 買 い物、 食事 、 喫茶 の割合

は平 日41.5%→ 日曜43.0%で あ ま り差 はみ られ な い。50代 、60代 は買 物 目的が 多 い(第

7図)。

(3)男 女別 来街 者

いか な る観 光地 で も、女性 の動 向 は最 も注 目され る とこ ろであ る。 南京 町 で も 日曜 日

来街者診断

120

120
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神戸南京町の形成と変容

第8表 男女別来街者

調査 日 S.62.11.20(金) S.62.11.乞2(日)

入 口 男 女 計 男 女 計

北入口 1,880 1,997 3,877 3,168 4,199 7,367

東入口 1,840 1,558 3,398 2,787 3,772 6,559

西入口 970 633 1,603 1,580 1,423 3,003

南入口 1,911 1,151 3,062 1,052 1,005 2,057

合 計 6,601 5,339 11,940 8,587 10,399 18,986

(南京町振興組合診断調査による)

には女性 の 来街者 が 急増す る。す なわ ち、平 日の5,339人 か ら、日曜 日には10,399人 へ と

倍 増す るの で あ る。 第8表 を見 る と女性 が 来街 者総 数 に 占め る割合 は、 平 日には44.7%

で あ るの に対 して、 日曜 日に は54.8%に な る。女 性 をター ゲ ッ トに した街 づ くりの進め

方が よ り一一層重要 に な って くるで あろ う。

III.南 京町 の社会 の特 色

1.春 節祭(旧 正 月)

旧暦の1月1日 に行われる春節 は中国人に とって、 日本人のお正月のように年中行事

の中で最 も大切な伝統的な節 目である。南京町の春節祭 は1987年 に始 まり、9回 開催 さ

れた。催 しもの としての舞龍(龍 踊 り)は 香港から購入されたもので、 日本一の長 さを

誇 る。40mの 雄龍 と25mの 雌龍が南京町の心意気 を込め て舞龍隊の手で本物の龍の様

に舞い、町 を駆け抜け、観光客 とともに盛 り上が りを見せ る。

「舞龍」とは北京語 で 「龍舞」
、「龍灯舞」、「舞龍灯」とも呼び、中国漢民族 と一部の小

数民族の民間踊 りである。最初は神 を奉 るための踊 りであったが段々 と民間芸能 として

中国全土に広が っている。「龍」は中国古代神話の中に神聖 な動物 として崇められ る。春

節祭に舞龍 を行 うことは、豊作 を祝 い万事順調 を祈 る意味 もある。南京町の 「春節祭」

はこの舞龍だけでな く、神戸華僑総会青年部舞龍隊の獅子舞(獅 子踊 り)、少林寺拳法、

太極拳、入極拳、または神戸中華同文学校生徒による中国舞踏などを披露 した り、上海、

広東、天津、台湾か ら雑技団を招 き毎 回、約30万 人の観光客 を動員 し、神戸の南京町の

知名度は一挙 に上が ることになった。 この 「春節祭」は国際港都市神戸を代表す るお祭

りの一つ としてその意義 も深い。

日本 という外国の町にこの異質の文化、風俗 ・習慣並 びに芸術 をそのまま保存 して生

きて行 くと言 うことは南京町の誇 りであり、南京町の人々の南京町への愛着、抱負でも

ある。年1回 の 「春節祭」の開催 は単 なる祭 り、あるいは観光客 を集め る方法ではな く、

南京町の再興 に伴 なった民族文化再興の動 きとも考えられ るのであ る。
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2.通 用語は北京語

昔、南京町に住んでいた中国人は広東、福建、江蘇、斯江な どから移住 した人々が中

心であった。彼 らは 日本語 も北京語 も出来ず、「家郷話Jの 広東語、福建語を 「通用語」

として話 し合 い、交流 していた。作家の陳舜 臣は 『神戸 ものがた り』の中で次の ように

書いている。「母親は 日本に五十年 も住んでいたのに、死ぬ まで 日本語が うまく話せ なか
ユ　ラ

った。南京町で買い物 をす るので 日本語 を覚 える機会がなかったのだ。」。 日本語 も北京

語 も話 さな くても暮 らせ る世界であ り、神戸 と言 う大都会にある南京町は彼 らにとって

同郷出身者の強い絆の中で暮 らしてきたか らであった。 ところが彼 らの子孫すなわち第

二、第三世代 の青年層は 日本で生まれ、育 った彼 らは 日本語はもちろんのこと北京語 も

「家郷話」(方 言)も できる。外 で日本語 を話 し、中華同文学校 で美 しい北京語 を教 えら

れ、家で両親 と家郷話で話す。

南京町唯一の飲茶専門店の主人である飽悦凱氏は流暢な北京語でこう話 して くれた。

「両親は広東語 しか出来ないので小 さい頃か ら広東語 で育てられ、中華同文学校で北京語

を学んだ。 日本語は 日本人の友達か ら又は高等学校、大学で教 えて もらった。」

北京語は中華料理店は もちろん雑貨店、漢方薬店、中華材料店に も通用す る。それは

また、 日本人経営の店に も通用す る。 と言 うのは、 日本人のオーナーは北京語が出来な

くて も、中国人の店員 を雇 うので、中国人のお客 さんに も対応できる。「返冷 多少銭?」

(これはい くらですか?)と 言 う北京語 をよく耳にす る。故郷 を遥かに離れ 日本語 も不 自

由な中国人に とって北京語が通用す る南京町は自分 の故郷のように親 し く感 じる場所な

のであろう。南京町の店主の中には、飽悦凱さんの ような中国と日本の2面 教育 を受け

た第2、 第3世 代 の中国人、あるいは残留孤 児の末喬 ・ベ トナム華僑 もいる。彼 らは今

の南京町の中華料理界 を支 え、若い感性がいろいろなことに挑戦す ることによって新 し

いこ とを産み出 してい くに違いない。
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第9表 南京町商店街業種構成一覧表

南京町商店街組合による資料と現地調査により主要な店舗をあげた(平 成8年9月1日)

分類 地 区 別
業 種 別

A地 区 B地 区 C地 区 D地 区 E地 区 計

老祥記 雅苑酒家 擁販街 燕楽 長江
東方味工房 楽園 民生 敦睦 北京菜館
昌園 東紅△ 龍郷 楽園酒家 海星
美麗路庵☆ 翠鳳 群愛飯店

中華料 理 東栄酒家 栄和飯店 上海飯店 30

蓮 △ 劉家荘 皇蘭☆
日光 △ 南翔 天神閣

飲 YUNYUN 雅苑酒家本店
鹿鳴荘

食
ラ ー メ ン

ギ ョ ウ ザ

具留面☆ ぎ ょ う ざ

て んぺ ん △☆

ぎ ょ う ざ苑 △☆

大学 ぎょ うざ△☆

南 京 町

ラー メ ン店 △☆

5

い くた家 ☆ 武寿司☆ とん じん ☆ 神 戸 コロ ッケ ☆

店 日本 料理 うな ぎ横 丁 ☆

ス ギ ノ キム☆

栗花落△☆
みやた△☆

9

弘 寿 し△☆

西洋 料 理 伊藤 グリル☆ サ ン ゼ ー ル ☆ キ ッチ ン☆ 3

韓 国料 理 ビ ビ ンパ ☆ 1

インド料理 ラ ジャ ☆ 1

喫 茶 店
コ ム ・ シ ノ ア ☆

カフェド・㍗ レフィー ☆

はた珈瑳店☆

花葡萄珈瑳△☆

我羅里△☆
5

豚 肉 屋 堂記号
和記

益生号 新生公司 4

生 鳥 肉 屋 鳥利商店☆ 1

鮮 魚勝☆

食 魚 屋 森田川魚店☆ 3

口 魚平☆
ロロ

材

料 中華材 料

東栄商行元町店 森記商行 恵行商行
三木商店☆
大同行

林商店
八百仁商店☆
広記商行

東栄商行栄町店

11

店 町田青果店☆ 永昌行

豆腐 ・蒲鉾 橋本商店☆ かね福☆ 2

酒茶
天仁茗茶 赤松酒店☆

田中商店☆
大堀商店△☆

4

菓子 ク ラ レ ッ ト☆ ブー ケ ☆ エ ス トロー ヤ ☆ 3

薬屋 漢 方 薬 店 大王漢方 万盛堂△ 2

楽園 東栄商行南京町店 青年華人工廠△☆ 東栄商行南京町本店
雑 中華雑 貨 方龍△ 好 好1・ 好 好2 8

カラカラ貿易

貨
イ クシ マ ヤ ☆ 箸屋☆

店 日本 雑 貨 ピ エ レ ッ ト☆ 4

MS倶 楽部センター☆

理容 健 ヘ アーサ ロンム☆ シロモ ト理 容△☆ 2

フ ァン タ ジー かとれあ美容室△☆

美容 美容室△☆ ブラー ジュ美容△☆ 4

みの る美容室△☆

アルチザンハウズ☆ みのや☆ 奥田商店☆ 藤原正治☆ 南京町 ギャラ リー・

そ (楽器店) 福 岡石油商会☆ 景隆行 豊和行 蝶 屋 △☆

の 那保利電器△ 三幸宝飾☆ 吉 田 カ メ ラ☆ 田中工業☆ 大塚商会☆ 19

他 あべ化粧品☆ イ ンバ ネ スム☆ 村田仙松堂☆ 木谷貴金属△☆ 上村花園☆

ブ イ レ ン ツ ェ☆

合計 22 15 25 25 34 121

注'△ は南京町商店街組合に末加入店 ☆は 日本人による経営
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神戸南京町の形成と変容

IV.南 京 町 の屋 台 につ い て

1.屋 台の発想

中華街は屋台が似合 うという発想の主は、台湾料理 「擁販街」の主人曽野文政氏であ

る。屋台の登場は9年 前のことであった。「擁販街」とは台湾語 で 「屋台街」と言う意味

で、北京語 で 「擁床街」 と言い、「屋台」は 「灘児」 とか 「擁子」 とか 「灘讐」などの呼

びかたもある。

この 「灘販」 と言 う発想が南京町に登場 して以来、屋台は雨後の竹の子のようにぞ く

ぞ く現れ、この中国人街に新 しい風 を吹 き込んでいった。

南京町の屋台は13軒 あ り、次の二つの種類がある。

① 借 り屋台

これは南京町にある商店の玄関、入 り口の店先 を借 りて屋台で食品を製造 しながら販

売する屋台のこ と。 このような屋台は3軒 ある(林 商店の店先、那保利電器 の店先、大

同行の店先)。

② 自家屋台

自分 の商店の玄関、入 り口の店先 を利用 して屋台を並べ ること。 この ような屋台は10

軒ある。

2.借 屋台の場合

ここではまず中華材料店の林商店の玄関に並べ られた屋台か ら述べ ることにしよう。

この屋台は借 り屋台で、見学で きる屋台である。屋台の主人はベ トナムか ら来 日した

華僑 で、 日本にきて十年足 らずの間に南京町で林商店の店先をか りて屋台を出した。こ

の屋台の主 な商品は油条(細 長い揚げパン)1本200円 、芝麻球(胡 麻団子)1個100円 、

豚饅、鳥肉の空揚げなどなど。 目の前で大 きな中華鍋に沸騰 している食用油か ち揚げ出

した油条はぴかぴか と光 る。「油条、油条、一根、200快 」 と時々女性店員の流麗な北京

語 も響 き、観光客 を誘 う。屋台の回 りで見学 しながら油条 を賞味する観光客 を集めてい

る。

もう一つの例 として、那保利電器店の店先に並べている屋台 をあげてみよう。

那保利電器商店は南京町唯一の中国向けの免税品店である。 ソニー、ナショナル、シ

ャープなどテレビ、冷蔵庫、洗濯器から炊飯器、ポ ット、髭 そ りな どが販売されてお り、

中国へのお土産 として、中国人の間ではよ く名が知 られている。関西周辺に住んでいる

多 くの中国人がこの店に故郷へのお土産 を求めに来るので供不応求の ときもあった。 し

か し近年来、中国国内の経済発展 と輸入品に対す る高い課税 により、帰国する中国人の
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神戸南京町の形成と変容

お土産 も一般的 な家庭用電器から、高級洋服 などの免税品に変化 したこともあり、 この

店を訪れる中国人の姿が少な くなった。

しか しなが ら、この店先で借 り屋台が開かれ るようにな り、再び賑わうようになって

いる。 この借 り屋台の女主人の陳 さんは15年 前に日本に来た広東人である。この屋台の

特色は既製食品の販売である。豚 まん、春巻 き、麻球、開口笑(ド ーナ ッツ)な ど十数

種類 を集めている。この屋台は油 を使 わず、蒸鍋 と鉄板で暖めてから販売 している。妻

であ り、3人 の子供達の母親 として、平 日は主婦業に専念 し、土曜、 日曜、祭 日には、

この屋台の主人 として、さわやかな笑顔で ときに広東語で、 ときに北京語 で、 ときには

日本語で、八方の来客 を迎えている。陳 さんは 「家で主人 と子供達 とはほ とんど広東語

で、話 している。あまり日本語で話すチャンスがないので上手にならないよ。週2回 、

ここの屋台で働 き、 日本語、北京語、広東語 でお話 しができてうれ しいです。お客 さん

が喜んで くれたなら、一番幸せ です」 と北京語で淡々 と話 して くれた。

陳 さんの姿 を通 じて異国で奮闘している中国人女性の強さと勤強さを感 じた。

3.自 家屋台の場合

「敦睦」は飲茶専門店の 自家屋台である。芝麻球(胡 麻団子)、骨頭香腸(豚 肉の骨付

きソーセージ)、小包子(小 さな豚饅)な ど、10種 類以上の甜点心(甘 い菓子)、威点心

(甘 くない菓子)が並んでいる。点心は店内の厨房で作 り、屋台で販売す る、すべて手作

りの本物が評判を呼んでいる。

「灘販街」の屋台も自家屋台
。南京町の名物の一っになった刈包はその屋台のヒッ ト商

品である。刈包(～ 個200円)と は豚肉の角煮 と高菜漬 をあっさ りと甘い皮に挟み、バー

ガー感覚 で食べ られる。これは中国風漢墨包(中 国風ハ ンバーガー)と 言える。

南京町の東の入 り口、長安 門をくぐった左手に美麗路庵 という店の屋台は土、 日曜に

はいつ も順番待 ちの列が並んでいる。手のひ らに乗せ るカップサイズのわんこら一めん

と、串刺 しにした鶏の空揚げが若者に歓迎 され、大人気 を呼んでいる。

南京町の屋台は、中華料理 を主流 として若者に親 しまれている。 その特徴の一つは自

家製、自己流が多い。二つめは立 ち食い、歩 きなが ら食べ られる物が多いことである。

立ち食いのわんこら一めん と空揚げ、歩 きなが ら口に入れることができる油条、芝麻球、

中国風ハ ンバーガーの刈包な どは若い観光客の人気を集めている。 しかし南京町の屋台

については、町の中で も賛否両論があることも事実。

4.屋 台についての両論

屋台の誕生は南京町に多 くの観光客 を呼んだことは事実 であるが、屋台のあ り方につ

いて地元、商店主、観光客から聞 き取 りをしたところ賛否の両論が寄せ られた。
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神戸南京町の形成と変容

まず、賛成派の意見 をあげておこ う。

「屋台の食べ物 を買って歩 きなが ら食べ られ るのが魅力になってお客 さん も増えた」とあ

る商店主。「地震後、屋台が大助か り、す ぐ営業 できた」とやは りこれ もある商店主。「た

まに、歩 きなが ら食べ ると格好がいい じゃないか」、「お店に入 らな くて も屋台の食べ物

でお腹がいっぱいになるよ」、「屋台の食べ物は結構豊富でおいしいし、値段 も余 り高 く

ない、いいじゃないか」 とある観光客。賛成派はこのように語って くれた。

要す るに屋台の持つ①経済性 と②利便性がこれを支持す る人々に とって大 きな魅力 と

なっているのである。 ことに震災後の店の立 ち上が りの面については、屋台は大 きな力

を発揮 したものである。

ところで、屋 台について疑問を持つ人の考 えも次のようである。

①安全面 作 りなが ら販売す る屋 台はほとん どプロパンガスを使 い、油 を使 うので危

険性 を避けることが出来ない。

②衛生面 露天で作 り、出来た食べ物 をその まま放置 して販売す ることは清潔感に欠

け る。

③商売面 立ち食い、食べ歩 きでお客 さんが満腹 になって、料理店に入 らな くなるの

で収入減少の苦情 もある。

④節度面 お客 さんには、食べ歩 きは節度 とモラルが低下す る。

⑤環境面 店頭に屋台を出 して、通 りが狭 くなる。動けないほど観光客が多い土、 日

曜は特 に危険性がある。

激 しい競争の中に誕生 した南京町の屋台は豊富、潤沢、安価 で買えるところが魅力で

あるが、安全面、衛生面の不足 もまた否定できない ところであろう。安全、衛生である

屋台作 りはこれか らの南京町の発展に とって重要 な課題 になるであろう。

V.女 子大生 か らみた神 戸南京町

神戸南京町は女性 に人気があるが、その中で も特 に若 い女性はこの街 をどのよ うに と

らえているのであろうか。 ここでは大手前女子大学の学生に対す るアンケー ト調査の結

果か ら、中華街 に対す る意識を明らに してお きたい。

(1)人 気の高い中華街

神戸南京町 を訪れたことのある学生は210名 中の165名(1度 も行 ったことのない学生

は30名)で 、実に79%を 占める。 しか も5回 以上行 っている者は42%、 さらに10回 以上

とい う学生が22%も 存在す るのである。 中には50回 以上 とい う学生 も数人お り、地元 と

言 うこともあって、神戸南京町の人気の高 さが示 されている(第10表)。

さらに横浜中華街、長崎中華街、外国の中華街 を訪れた学生 も5～8%お り観光 コース
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第10表 女子学生中華街来訪回数

1回 2～4 5～9 10～ 合計

神 戸 39 57 33 36 165

横 浜 一 一 一 一 18

長 崎 一 一 一 一 14

外 国 一 一 一 一 12

(1996年7月 大手前女子大学学生に対するアンケー ト調査による)

として大 きな地位 を 占めて い るこ とが理解 され よ う。 さて 、一度行 け ば それ きれ で、 そ

れ 以後 は あ ま り行 く気 が しな い とい う、 いわゆ る一般 の観光 地 とは違 って、何 度 も人 を

引 きつ け る不 思議 な魅 力 を中華街 は もっ てい るので あ る。す なわ ち 「何 回 で も中華街 を

訪 れ たい」 とす る学 生 が87%も い るこ とが それ を裏 づ けて い る。 この ように学 生達 は常

連客 とも言 え るので あ り、 中華街 の町づ くりに とって重 要 な存在 となって い るの であ る。

で は、学生達 は 中華街 の どこに魅 力 を感 じて い るので あろ うか 。「雰 囲気」が トップ を

占め、 次 いで「味 」をあげ た学 生 が圧倒 的 多数 を 占め た。「買い物」、「行 きたい店が あ る」

とす る者の 比率 は それ ほ ど高 くは なか った(第8図)。

要す るに学 生達 は 中華街 の魅 力 として、 日常生 活か ら遊離 した異空 間の雰 囲気 を楽 し

み なが ら、 中華料理 を食べ 歩 き、 さ らに 中国雑貨 の店 を回ってみ るこ とにつ きるので あ

ろ う。

た だ し、 これ とは反 対に 「何 回 も中華街 に行 きた くな い」 と答 えた学 生 も13%お り、

少数 派 で はあ るが神 戸 南京町 に失望 した学生 も存 在す る。その理 由 として は、「町 の規模

の小 さい こ と」 あ るいは 「中華街 で、一 度 入 った店が まずか ったので」 をあげ た もの で

いた。

そ こで次 に神 戸南京 町 につ いて、学 生達 が改善 してほ しい と考 えて い る点 につ いて、

検 討 してみ よ う。 学生達 が あげ た 中で最 も多か った もの は 「町 の規模 が小 さい こ と」 で

あ った。 これ は物理 的 な問題 であ り、最 も実 現 の 困難 な要望 では あるが規模 の拡大 を望

んで い る ものが 多い。 つ いで 「街 の 美化 」 が あげ られてお り、 よ り一 層の きれ いな まち

づ く りが望 まれ て い るの であ る。 また中華料 理店 の 「値 段 」 につ いて も高 い と感 じて い

る学生 がか な りの数 で存在 す る。

さ らに 「トイ レ」、 「何 回 も行 きた くな る よ うな店」、 「案 内標 識 」、 「サー ビス」、 「駐 車

場 」 な どに改善 を求め て い る。 ただ しこれ らの 点につ いて は後述 す るこ とに したい。

(2)女 子 大生 か らみ た南 京町 の魅 力

①精 神衛 生上 の効 果

中華街 のあの独 特 の雰囲 気 は、 日常 生活 の ス トレスの解 消 に大 きな効 果 を与 え るもの

で あ るら しい。「中華街大 好 き」(9人)、 「別世 界 に来 た ようなあの雰 囲気 が良 い」(5人)
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人 人
1200∂1

100
900S工
8000工
70
6008
500∂
40
300塾
200S
10

0

雰囲気 味 買物 行きたい イベントその他 断①ラ 良単 劃畏 熟寒 人気
店がある

第8図 南京町の魅力 第9図 南京町来訪の際の同行者

「歩 いて いる人が皆楽 しそ うな顔 を して い るの で、こち らも自然 と楽 し くな る」、「中華街

を歩 いて い る と友達 との会 話が はずみ、親 交が 深 ま る」、 「店員 が気軽 に話 してれ る」 な

どの意見が 目だ ってお り、精 神衛 生上 に与 え るプ ラスの効果 は極 めて大 きい もの が ある。

② 学生 に好 まれ る食べ 物

「お い しい食べ物 の店 が 多い」(6人) 、 「作 りたての物 をその場 で食べ られ るのが うれ

しい」、 「い い匂 い を嗅 ぐと幸せ に なれ る」 な ど食べ 物 の味 を評価 す る学生 が 多い。具体

的に名 前の あげ られ た人気 のあ る食べ 物 は豚 まん ・胡麻 団子 ・ラー メン ・焼 き豚 ・串刺

しのか ら揚 げ ・桃 まん じゅ う・ア イス ク リー ムのフ ライな どであ る(第11表)。 また中華

料 理 では ないが、 中華街 にあ る神 戸 コロ ッケ、神 戸 プ リン も好 評 であ る。

③ 人気 のあ る屋 台

「屋 台は価格 も安 くて最 高」(6人) 、 「食べ たい量だ け食べ られ る」、 「お店 で食べ ると中

華街 の雰囲気 が味 わ えない」 「親 と行 くときは店、 自分 で行 くときは屋 台」な ど、学 生達

は屋 台 を楽 しん でい る。

しか し小数 では あるが 「屋 台は落 ち着か ない」、 「衛 生面 の心配」、「消 防上 の不安 」 と

い う意見 もあった。学生達 は価格 も手軽 に食べ られ る屋 台 を巡 り歩 きなが ら、 友達 との

親 交 を深 めて い るよ うで ある。 第
11表 中華街で女子学生に人気のある商品

④友 人 と気軽 に楽 しむ街

南 京町 は食べ る街 で もあ り、

女子学 生達 は女性 の友達 と一 緒

に訪 れ るこ とが 多い。「家族 で行

くときは少 し豪華 に、 そ して帰

りには三 ノ宮 セ ンター街 で服 を

買 って もら うこ とも」。 また「よ

く食べ る人 と行 く」 な ど食べ な

が ら歩 くこ とが 多いの で、 気の(ア ンヶ一 ト調査にょる)

買 ったことのある物
9

買 い た い 物

1 豚まん 50人 豚まん 24人

2 ゴマダンゴ 25 中国服 24

3 中華料理材料 9 中国茶 12

4 中国茶 8 陶器 5

5 中華饅頭 6 ア クセサ リー 5

6 中国酒 6 お香 4

7 神 戸 コロ ツケ 6 漢方薬 3

8 神戸プ リン 5 中華料理材料 3

9 ラー メ ン 5 シ ュ ウマ イ 3

10 ちまき 5 置物 3
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張 らな い間柄 の友 人 と普 段 着感 覚 で訪 れ る街 と位 置づ けて い る(第9図)。

ところで、街 をブ ラツキ なが ら中華雑 貨 な どの店 を見 て回 るわけ で あ るが 、女 子学生

の買 い た い もの(希 望)の 主 な もの は ・豚 まん ・中国服(チ ャ イナ ドレス、 カ ンフー 着、

人民 服)・ 中国茶 ・陶 器 ・ア クセサ リー ・お 香 な どで あ った。

この よ うに気軽 に訪 れ る街 であ る こ とか ら、 閉店時 間 の延 長 を望 む 声 も多い。7時 頃

に閉 ま る店 が 多い の で、や む な く帰 る人 も多 い。 学生 達 の望 む閉 店時 間 は9～10時 が 多

い。 また 「土 ・日曜 だけ で も9時 頃 まで営 業 してほ しい」 も数 人 い た(第10図)。 夜 型 人

間の 多い 時代 を反 映 した傾 向 と言 え よ う。

⑤ 新 しい観 光 ス ポ ッ ト 「臥龍 殿 」(市 民 トイ レ)

アー バ ン リゾー ト'93に合 わせ て、本格 的 な 中国建築 で あ る観光 トイレ「臥龍 殿」が1993

年4月 に完成 した。総 工 費7000万 円 で、2階 は文化 セ ンター として、利 用料 を維持 管理

費用 に 当て てい る。一 階部 分 に は龍 を展示 し、壁 の部分 には 「九龍 壁」 を張 り巡 らせ て

い る。新 たな観光 ス ポ ッ トとな っ た 「臥龍 殿 」 は一 日三 回清掃 され、 トイ レ ッ トペー パ

ー の使用 料 は 月平均250巻(1巻55m) 、水道 料 は7～8万 円 とな って い る。 「臥龍殿 」は

一部 の学 生 に は好評 では あ るが 、残 念 な

が ら場所 が 判 り難 い事 もあ ってあ ま りこ

の トイ レが 知 られ て いな い。 した が って

「トイレが 無 い」 と した学 生 もか な りい

た。 トイ レの利用 につ い て再検 討 が必要

とな って くるであ ろ う。 ともあれ 、 この

トイ レが神 戸 南 京町 の新 しい観 光 スポ ッ
ヱの

トとな りつつ ある。

(3)女 子学生か ら見た南京町の問題点

と今後の課題

総体的に見て女子学生は南京町に対 して

好意的であるが、 その反面南京町 を愛す

るが故の注文 も多いようである。中には

いささか厳 しい意見 もあるが、代表的 な

ものを紹介す ることに しょう。

①街の規模

神戸南京町は街 の大 きさという点にお

いて、かな り期待 を裏切 られるようであ

る。「テレビや新聞で大 きく取 り上 げられ

る割には街が小 さい。横浜 中華街 と比較 点題問の町京南たみりよト[ケンア図11第
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神戸南京町の形成 と変容

して余計にそ う思 う」、「小 さいころは街の大 きさは気にならなかったが、成長す るにつ

れて小規模であることが気になるようになった」、「屋台を食べ歩いているうちに、す ぐ

町の外に出て しまったので残念」などの意見が出た。 さらに 「もう少 し店を増や してほ

しい」、「混雑す る割には道幅が狭 い」 とい う声 もあった。物理的には規模の拡大は解決

困難な問題ではあるが、イメー ジが先行 した街づ くりに対す る率 直な声 として とらえる

必要があろ う。

②求め られ る 「きれいな街づ くり」

「街が美 し くないという思 い込みがあ るので、きれいな街づ くりをしてほしい」、「最近

ずいぶん きれいになったが、 ちょっ と路地に入 ると汚い ところや悪臭(下 水道の不備

か?)を 放つ場所があ り、徹底 されていない」 など街 に美化 を求め る学生が多い。

さらに大量に出されるゴミの処理についての苦情 も多かった。「観光客の数 と比較 して

ごみ箱が少 ないのです ぐに満杯にな り、箸や容器が散乱 しておいしさが半減す る」、「屋

台を食べ歩 くので、どうして もゴ ミが多 く出る」。要するにごみ箱 の設置だけでな く、清

掃 など街全体 のメンテナ ンスの重要性が指摘 された ものであろ う。

③味 とサー ビスに関す る問題

南京町の味に関 しては、大 きな魅力の一つ として学生達 には概 ね好評であった。 しか

しその反面でか なり厳 しい意見 も出された。「以前 と比べておい しい店が減った(数 え切

れないほ ど中華街 を訪れている学生)」、「手作 りをしている店が少 なす ぎる、豚マンを手

作 りに している店は私の知 る限 り2軒 ぐらいか。冷凍に頼 らず本当の味 を楽 しませてほ

しい」、「手抜 きをしないでほ しい」、 などが主 なものである。

また 「中華街 という名前だけで観光客が来 るので、味やサー ビスの面で劣っている。

む しろ単独 で中華料理店 を経営 している店のほ うが細かいことに気配 りがあった」な ど

の意見は、 ともすれば集積の利益 に安住 して しまいがちな現状 を示唆 している とも言え

よう。

一方価格面について も
、 よ り一層のサー ビスを求め る声が強かった。

④街 の快適性の問題

南京町は長時間滞在 して楽 しもうとす る観光客 に とっては、少 しばか り不便 な所であ

る。「屋台で食べ歩 き、疲れた ときに気軽に座れ る場所(広 場、 カフェテラスなど)が 無

い」、「雨が降 ると、 しの ぐ場所が無い」、「真夏に街 を訪れると日光 を避ける場所が少 な

いので大変である」。

この ように、食べ飲み歩 く街 にしては気軽に休める場所が少ないのであ る。今後は暑

さと雨天対策が少なか らず必要になって くるであろう。

⑤ より個性的な店 ・街 づくりへ

中華街はそれ 自体非常 に個性ある景観 であ り、訪れ る人を魅 了するものであるが、個々
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の店 を見た場合、意外 と没個性的に写 るものである。

「この店に入 りたい と思わせ る店が少ない」、「どの店 も同 じように見えるので各店で、

もう少 し特色があって もいいのではないか」。 これらの意見は少々贅沢 とも考え られ る

が、中華街の内部において、来訪者に もはっきりと理解 できるような個性化、他の店 と

の違い を主張できる店 ・街づ くりが望 まれているのである。

⑥他の中華街 と比較 して

国内あるいは海外の中華街 と比較 した場合、神戸中華街 はどのように とらえられてい

るのであろ うか。

「街の規模、活気、などの点で、横浜中華街 より若干の見劣 りがす る」ところは否定で

きない ところであろ う。 しか し 「街の規模はそれほど大 きくな くても中身の濃いサー ビ

スの充実 した活気ある街であってほしい」 とい う意見 もあった。

そ してそれ を実現す るためには、「どこの中華街に行 って もよ く似ているので、神戸中

華街は神戸 らしい、 あるいは神戸に しかない特徴が出せないものか」。

た とえば 「アメ リカの中華街のように道路 をユニー クなタイル張 りにす るなど、 もう

少 し工夫 してほ しい」 とい う意見は、中華街により一層の付加価値 を求めた ものであろ

う。

さらに 「中華街の特徴 を行か しつつ、特 にアジアのさまざまな情報 を発信す る場所で

あってほ しい」。中華街 に行けば、マスメディアなどを利用 して中国の生活文化 を理解出

来 ることになれば、よ り有益な街 となって くるのであろう。

日本における中華街は紆余曲折 を経なが らも、近年は多くの人に愛され有力な観光地

としての地位 を築 きつつあ る。中華街 は常連の客 とも言 えるべ き人々でにぎわっている。

それだけに中華街に期待す るもの もまた大 きい ものがある。今後は各中華街が各々の特

徴 を前面に押 し出しながら、個性ある発展が望 まれるところであろう。

おわ りに

神戸南京町はその形成過程において、成長、衰退、再興 を繰 り返 しなが ら懸命 の街づ

くりの努力に支えられて、今 日の繁栄 を見 るに至 った。現在の神戸南京町は中国人の住

む街 としてよりも、特異な景観 を有 した街 として、中国文化 と日本文化の接点 としての

役割を担っている。 中国人同士は言 うに及ばず、 日本人同士、 あるいは中国人 と日本人

が相互に依存 し、そして競争す ることが神 戸南京町の更なる発展の原動力 となるであろ

う。神戸南京町は中国人にも日本人にも愛される街 として、多 くの人 を魅了 し続けてい

る。あの独特の雰囲気がたまらな く人を引 きつけるのである。 しか しなが ら情報の国際

化、価値観の多様化 の進行す る中で、南京町 も伝統 を継承 しつつ、変容 を迫 られること
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になるであろう。今後は地元の人は もちろん、南京町 を訪れ る人々 も協力 しなが らよ り

質の高い街づ くりが望 まれている。

神戸南京町は、女子学生の人気が大変高 く神戸の重要 な観光地 として、 また心か ら楽

しめ る場所 として位置づ けられてい る。 しか し観光客の増加 に ともなって様々の問題点

が指摘 されてい ることも事実である。

神戸南京町は他の中華街 と共存 を図 りなが らも、 この街に しかない神戸の特色 を活か

した、個性のある街づ くりが必要 となって くるであろ う。そ して内部においても、中華

街 としての集積の利益に安住す ることな く、それぞれが競争 しなが ら、 その店独特の雰

囲気のあ る店づ くりが求め られているのである。

また今後 は、中国的な様式の中に も国際的な要素 を取 り込んだ街 となって発展 してい

くであろう南京町は、その特性 を活か した情報セ ンター としての機能 も重要 となって く

るもの と考 えられ る。

そ して、南京町は神戸の海岸に飾 られた宝石の ように、何時 まで も美 しく異彩 を放 ち

続けてい く事 であろう。
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